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グリーンピースの紹介

気候変動のいまとこれから

サプライチェーンIT企業へのキャンペーン



国際環境ＮＧＯグリーンピースとは

• ミッション：地球規模での環境保護と平和

• 個人からの寄付のみ（政府・企業から独立）

• 世界300万人の寄付者

• 世界55以上の国・地域で活動

• 船　３隻  保有

• 世界中に2500人以上のスタッフ

• 平和的直接行動

• 国連のＮＧＯに与えられる最高資格である「総合協議資格」保有



• ドイツではサポーター58万人

• 東アジア事務所はスタッフが約３00名 常駐　など
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リユースカップの実

証実験を開始

2021年

スターバックス・ジャパンに対し、繰り返し使える返却式リ

ユースカップの導入を求める緊急キャンペーンを開始。同

社は、11月に都内店舗（丸の内）でのリユースカップの実

証実験を開始した。

有害化学物質

全廃を合意

2013年

アジア最大の衣料品ブランドであるユニクロを展開する

ファーストリテイリングは、全ての有害化学物質の使用・

排出を2020年までに全廃すると約束。

日本初のノンフロン冷

蔵庫を発売

2002年

グリーンピースは、オゾン層を破壊し、地球温暖化を加速

する化学物質フロン類を一切使用しない家庭用冷蔵庫

「グリーンフリーズ」を開発し技術を公開。家電メーカーに

「環境にやさしい冷蔵庫を作って！」と働きかけ、全世界

に「グリーンフリーズ」モデルを普及させた。日本国内で

も、松下電器産業株式会社（現パナソニック株式会社）が

フロン／代替フロンを使用しないグリーンフリーズ型ノンフ

ロン冷蔵庫を発売した

IDEAL原則
科学的根拠と現場調査を踏まえ、問題の提起・解決策や方針の提案を行なっている。



行動・交渉

科学調査ユニット

法律家ユニット

グローバルキャンペーン
チーム

エンゲージメント
チーム

政治・ビジネスユニット

アクション・調査ユニット

船ユニット
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気候変動



世界の平均気温、産業革命前からすでに1.1度上昇
2030年代には1.5度に達する可能性が高い



IPCC AR6 日本語暫定訳

● 作物収穫量の低減にさらされる人の
数は、2℃の場合、1.5℃の10倍

● 極端な熱波に頻繁にさらされる人の
数は、2℃の場合、1.5℃より約4億
2000万人増加

現在のペースで温室効果ガスの排出が増
えると、2081年〜2100年の世界の平
均地上気温は、1850〜1900年よりも 
3.3～5.6℃上昇するとの予測
 (IPCC AR6 SSP5-8.5)

異常気象は、1.5℃から 2℃で大幅に増加する

熊本県人吉市の大雨による被害を受けた家屋。2020年7月撮影

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/IPCC_AR6_WGI_SPM_JP.pdf


https://www.env.go.jp/content/000126429.pdf　

「この10年間に行う選択や実施する対策は、
現在から数千年先まで影響を持つ」

https://www.env.go.jp/content/000126429.pdf


April 2022     https://www.ipcc.ch/2022/04/04/ipcc-ar6-wgiii-pressrelease/





環境省・経産省のグリーン・バリューチェーンプラットフォーム　　  https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html



IT企業キャンペーン

スコープ 1&2



気候変動を
加速させないための

「電源責任」

何を目指したキャンペーンか：

大手IT/Webサービス企業に、気候変動に加担しない「電源責任」
を求め、再エネの導入拡大を一気に加速させること。





「石炭と友達にならないで」フェイスブックに働きかけ
　１日当たりのコメント投稿数、史上最多（2011年4月当時）



2011年12月15日　
Facebookが再エネと'友達'に

• 「自社のすべてのエネルギーを再生可能エネルギーでまかなうことを目標

とする」と発表。グリーンピースとの共同プレスリリース。

• 再エネ供給を増やすよう電力会社に働きかけると宣言

https://www.greenpeace.org/japan/sustainable/press-release/2011/12/16/47286/　



https://wayback.archive-it.org/9650/2020040522
2805/http://p3-raw.greenpeace.org/international/
Global/international/publications/climate/2012/iC
oal/HowCleanisYourCloud.pdf



Apple,再エネ100％を約束

● 2012年、まずは既存のデータセン

ター

● 敷地内に再エネ発電設備＋電力会社

の乗り換え

● 2013年までに「100%再エネ」の

iCloudを約束





2021年4月　https://tech.fb.com/engineering/2021/04/renewable-energy/

● 63カ所の風力/太陽光発電所の新規建設（推定80億米ドルの投資）
● 再エネに関する数万人の雇用創出
● ６ギガワット以上の風力/太陽光発電の契約締結
● 63すべての発電所は同社のデータセンターと同じ電力供給網に接続

→ 10年前に批判されたグリーンピースの理想主義が現実に。



Alibaba アリババ グループ

24

● 2030年までにスコープ１＆２のカーボンニュートラル、スコープ３
の50％削減

● 関連企業や消費者に働きかけ、2035年までにさらに1.5Gtの
CO2削減

● 管理下にあるすべての地域配送で内燃機関車（ガソリン車など）
を段階的に廃止

他にも、グリーンピースの働きかけにより Baidu, Tencent, ByteDanceなども同様の
発表に至っている



IT企業キャンペーン

スコープ 3



グリーンピース 『サプライ・チェンジ』   英語版　//　日本語抄訳版　　

世界の情報通信産業の電力消費量
情報通信産業の電力使用量は2020〜2030年の間に60%以上増加する見込み

https://www.greenpeace.org/static/planet4-eastasia-stateless/2022/10/89382b33-supplychange.pdf
https://www.greenpeace.org/static/planet4-japan-stateless/2022/10/b9bbc1b3-techrepjp_fin2.pdf


電子機器業界の総排出量は、半導体やディスプレイ製造、最終組立など
サプライヤーからの排出が77%を占めていると推定される



世界の大手電子機器メーカー１０社とその主要サプライヤー１４社の
合計２４社の電力消費量は、
アルゼンチンの年間電力消費量＝日本の年間電力消費量の１７％に匹敵



大手消費者向け電子機
器メーカーの総合評価

10社のうち7社が、
2030年までに自社の
事業全体で再エネ
100％達成を宣言

アップル、グーグル、マイ
クロソフトの3社はすで
に自社事業においては
再エネ100％を達成

グリーンピース 『サプライ・チェンジ』   英語版　//　日本語抄訳版　　

https://www.greenpeace.org/static/planet4-eastasia-stateless/2022/10/89382b33-supplychange.pdf
https://www.greenpeace.org/static/planet4-japan-stateless/2022/10/b9bbc1b3-techrepjp_fin2.pdf


サプライヤーの総合評価

サプライヤーの再エネ率
の中央値は僅か5％。

日系サプライヤーはとり
わけ低く、1％未満。

電子機器メーカーとその
サプライヤーの再エネ目
標や実際の取組状況に
乖離があることが浮き彫
りに。

グリーンピース 『サプライ・チェンジ』   英語版　//　日本語抄訳版　　

https://www.greenpeace.org/static/planet4-eastasia-stateless/2022/10/89382b33-supplychange.pdf
https://www.greenpeace.org/static/planet4-japan-stateless/2022/10/b9bbc1b3-techrepjp_fin2.pdf




グリーンピース 『見えざる排出源ーー2030年までのテック企業サプライチェーンの排出量と電力消費量の予測』   英語版　//　日本語プレスリリース　　

テック企業のサプライチェーンが隠れ排出源に
IT技術を活用して世界的に急成長するテック企業の二酸化炭素排出源

● テック企業のサプライチェーンの重要な構成要素であ
る半導体製造は、2030年までに世界で8600万トン
CO2e（二酸化炭素換算）を排出すると予測され、これ
は2021年のポルトガルの総排出量を上回る

● 半導体製造業は、2030年までに世界で286テラワッ
ト時（TWh）の電力を消費し、オーストラリアの2021年
の電力消費量を上回る （日本の２０２０年量の３割弱）

● 2021年の世界の半導体市場の規模は5900億米ドル
で、2030年までに倍増すると予測されている

https://www.greenpeace.org/static/planet4-japan-stateless/2023/04/620390b7-greenpeace_energy_consumption_report.pdf
https://www.greenpeace.org/japan/campaigns/press-release/2023/04/20/62622/


グリーンピース 『見えざる排出源ーー2030年までのテック企業サプライチェーンの排出量と電力消費量の予測』   英語版　//　日本語プレスリリース　　

TSMCの電力消費量、
2030年までに267％増加する見込み
● 2030年には、台湾の人口の約4分の

1に当たる580万人分の電力を消費す
る見込み。

● 2021年のTSMCの総エネルギー使
用量に占める再生可能エネルギーの割
合はわずか9%

主要な半導体メーカー、ディスプレイメー
カー、最終組立メーカーで、2030年までに
1.5度以内に抑えることに整合する公約を
発表している企業はない。

https://www.greenpeace.org/static/planet4-japan-stateless/2023/04/620390b7-greenpeace_energy_consumption_report.pdf
https://www.greenpeace.org/japan/campaigns/press-release/2023/04/20/62622/


https://www.timetochipin.org/



提言

● メーカーは2030年までにサプライチェーン全体で100%再エネ化の目標を

● サプライヤーは、1.5度目標に沿った野心的な2030年目標、
特に2030年再エネ100％目標の設定を

● メーカーは、積極的にサプライヤーへ再エネ調達と排出削減の働きかけと支援を

● 企業は自らの立場を活用して、再エネ拡大のために政府に積極的に働きかけを

● 再エネへの転換に対する効果の大きい再エネ調達方法の選択を

望ましい再エネの条件： 追加的、環境と調和、地域と調和、安全



ご清聴ありがとうございました。


